




ワールド・カフェ（World Café）は、Anita Brown 氏と David Isaacs 氏によって、1995 年に開



























































ワールド・カフェの 6 つの基本原理は、以下のとおりである（Brown, Isaacs & theWorld Café


























































① これからの 10 年間で日本語教育を取り巻く環境はどのように変化していくでしょうか？
② わたしたち、日本語教育に関わる者は 10 年後、どのような存在になりたいですか？












本節では、一般社団法人 ISP（I Suginami Project）（以下 ISP）主催の「杉並区ワールドカフェ・






標としている。2012 年 1 月から開催されている「100 とも」は、「世代・立場・国籍をこえた杉並
区の聴き合いの場」として、これまでに 55 回実施されている（2017 年 9 月現在）。主な会場は杉
並区所有の公共施設（高井戸、阿佐ヶ谷、荻窪、西荻窪）であり、開催日時は毎月最終日曜日の












































説明し、エチケットを 2 つ追加したのち、ワールド・カフェを第 1 ラウンドから第 3 ラウンドま




























































5 第 1 回ワールド・カフェ：東京女子大学
5.1 はじまり（テーマを決めるまで）






































第 3 ラウンド：第 2 ラウンドと同様に説明し、発見を模造紙に書き足す、④全体セッション：各
グループの結果をファシリテーターがまとめ、発表した。
























ほとんど全員がグループでの意見交換の時間が 10 分では短すぎると感じ、中には「20 分必要
である」と具体的に回答した学生もいた。次回は時間配分に配慮が必要である。
④参加者（人数など）
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② 各グループでファシリテーター（まとめ役）を 1 名決める。
③ テーマについて 15 分話し合う。（毎回、模造紙に考えたことをメモする）
④ グループを変えて 15 分話合う。（ファシリテーターは移動せず、新しいメンバーに話合った内容を
伝える）新メンバーで話合う。
⑤ 再度グループを変えて 15 分話合う。
⑥ 最初のグループに戻り、他のグループでの議論をシェアし、さらに議論を深め、アイデアの共有をし
て、結論を引き出す。
⑦ 各グループのファシリテーターがグループの議論の結果を発表する。
⑧ 各参加者は、振り返りシートに記入をする。
鈴木 栄（本学人間科学科言語科学専攻教授）
前田隆子（本学人間科学科言語科学専攻講師）
松尾 愼（本学人間科学科言語科学専攻教授）
磯部理美（一橋大学大学院言語社会研究科博士後期課程）
山本晃史（一般社団法人 ISP）
ワールド・カフェ実践報告：話合いから気づき・発見へと繋がる輪
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